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発 達 教 育 学 部 紀 要
変化に注目し，踊り全体の動きを検討したい。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発 達 教 育 学 部 紀 要
ていたことから，このように名護全体でも圧倒
的に持ち物の踊りが多くなっているのである。
4 ．2 　屋部エイサーの踊りの特徴
屋部エイサーはトータルな曲数が30曲と他所
より多く，また，レパートリィはエイサーの中
心的な曲を多数含む一方で，屋部地区或いは名
護地区のエイサー曲としては特殊な曲も多数導
入し，新曲も定着させている。
また，歌の囃し詞などでは同じものを反復す
るのではなく，例えば《六角堂》の「ワネ　カ
ンドゥナートゥサヨー　ンゾヨー〈ワネ　スン
ドゥナートゥサヨー　ンゾヨー〉」のアンダー
ラインの部分のように歌い手と踊り手の囃しに
少しだけ変化をつけ，それを楽しむという気風
があり，それがエイサー曲の随所にみられる。
踊りではこうした諸側面はどのようになって
いるのであろうか。これまで踊りに関して述べ
てきたことを以上の点からみると，次のような
ことが言えるのではないだろうか。
まず，レパートリィからみると，エイサーの
中心的な曲には，本部エイサーにみられるよう
なカチャーシー風な手の動きを伴った ｢歩く｣
動きが随所にあり，伝統的な踊り方が受け継が
れていることがわかる。しかし，曲の始まりは，
名護地区を含む周辺地域では 1回転を導入しつ
つも方向転換を残しているのに対し，屋部では
1回転に変わっている。これは冒頭で方向転換
をすることに通ずる動きには違いないが，全面
的に 1回転へと変化することによって他集落と
の違いは大きくなっているといえよう。
新たなレパートリィの導入では，《久
く
高
だか
万
まん
寿
じゅー
主
すー
》のように周囲も導入した曲とは異なり，多
くの場合，踊り方も他の踊りとは異なっている。
例えば，《名
な
護
ぐ
ぬ浦
うら
節》や《若
わか
夏
なつ
の訪
おとず
れ》の 2
拍ごとの歩き方─前に出した足の後ろにすぐに
もう一方の足を寄せる─は屋部エイサーの中で
も独特なものである。また，《若
わか
夏
なつ
の訪
おとず
れ》の
跳びはねるような踊りも独特である。さらに 2
人で組になる踊りも名護周辺にはあまりないの
で，《ハイ二
ニー
才
セー
達
ター
節》で手をつないで踊ったり，
《南
なん
嶽
だき
節》で四ツ竹を鳴らす手を交互に出し
合ったりするのは，独特な表現となっている。
持ち物の踊りの数が屋部地区だけでなく名護
全体からみても非常に多く，《ゼイサー節》や
《鳩
はとぅ
間
ま
節》など独特な踊りとなっていることも
注目に値しよう。
歌の囃しの違いにみられる細かな変化は，
《伊
い
計
き
離
はなり
節》や《名
な
護
ぐ
ぬ浦
うら
節》などの 1節目と
2節目の踊りの僅かな違いに現れていると捉え
ることができる。
各地のエイサーはそれぞれに特徴があり，そ
の点では興味が尽きないところであるが，屋部
の場合は，踊り方も含め，そのレパートリィが
豊富なことや，伝統的な要素も多々含んでいな
がら，一方では 1回転の工夫や他所ではみられ
ない新しい所作を含む踊りがあることなどが特
徴としてあげられる。
おわりに
以上のように多くの特徴をもち，また積極的
な新曲導入や変化の工夫を重ねて伝承されてき
た屋部エイサーも，近年は若者の減少や太鼓エ
イサーへの興味から，演唱の曲が本調子だけに
なったり，練習がきちんと行われなくなったり
と，先行きが危ぶまれるような状況になってい
る。さらに故老や壮年層が盛んにエイサーを
行った頃とは異なり，「腰を入れた」労働の積
み重ねによって獲得してきた身体の使い方がほ
とんどなくなった今，エイサーの動きも変わっ
てきている。
一旦失った芸能を取り戻すことは容易ではな
い。集落の先輩達が様々な面で工夫を重ねてき
たエイサーが失われていくことは残念でならな
い。
屋部の豊年祭は重要無形民俗文化財としての
位置付けがされており，屋部にとって重要な芸
能であることは言うまでもないが，エイサーも
盆の芸能として，本論で述べたような様々な工
夫がなされた重要な芸能である。今一度この芸
能を見つめ直し，その伝承の意味を問い，故老
や壮年層の動きなどを踏まえて新たな伝承活動
が行われることを願ってやまない。
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謝　辞
エイサーや行事について多くのことをお教え
下さいました屋部の壮年・古老の皆様，青年会
の皆様に心より御礼申し上げます。
註
1 ．屋部では古くから伝承曲のうち《苺小節》を
一曲として捉えているが，これは 2種類の異
なる歌が連続しているため，このような記述
にしている。
2．曲の最後の囃しは踊り手衆が掛けるので，こ
れが終わると間髪入れず次の曲が始まる。
3．『瀬底誌』によれば，多くの青年男女は，近
隣の本部町伊
い
野
の
波
は
，満
まん
名
な
，名護や羽地～本島
南部にまで出稼ぎに出ており，シークヒヨー
（瀬底日傭……筆者）と呼ばれて県内各地に
知れ渡っていた［瀬底　1995：571］という。
4．名護地区には手踊りとほぼ同じような展開の
四ツ竹の踊りもみられる。
5．部間は1949年～1958は独立した行政区で，そ
の後安和の小字となった。
6．山入端では生演奏ではなく，かなり以前に録
音したテープを用いてエイサーを行っている
が，このテープは一二揚の途中で切れている
ため，そこまでの踊りしか行われていない。
7．本部町でも地域により，円陣ではない扇踊り
の《スーリ東》を導入した時期もあったとい
うので，持ち物が全くないというわけではな
い。
8．大兼久は大東，大中，大西，大南，大北に分
区しており，それぞれ少しずつ変化を加えな
がら「大兼久エイサー」を伝承している。大
北では保存用DVDを作成していることから，
本論では大兼久エイサーとして大北エイサー
を取り上げた。
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